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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ化された賭けシステムのコンピュータが実行する方法であって、
　賭け手によるベットを受け付け手段を介して受け付けする段階であって、前記ベットは
それぞれ、複数のレース参加者を有するレース・イベントにおける一または複数のレース
参加者を指定し、かつ前記レース・イベント内の複数の中間ポイントの少なくとも一つの
中間ポイントと、前記中間ポイントにおける指定されたレース参加者のレース成績特性と
を指定する、段階と、
　前記レース・イベントが行われる場所にある測定装置から、前記ベットを決定するのに
十分な精度によって前記中間ポイントにおける前記指定された一または複数のレース参加
者のうち少なくとも一の参加者の実際のレース成績特性の前記測定装置によって測定され
た中間レース結果を、受け付け手段を介して受け付けする段階と、
　前記指定された中間ポイントにおける前記賭け手により指定されたレース参加者のレー
ス成績特性が、前記レース参加者について測定された受け付けされた中間レース成績特性
に一致するかに少なくとも部分的に基づいて前記ベットについての払戻結果を払戻結果計
算手段によって計算する段階とを含む、
方法。
【請求項２】
　勝ったベットについてパリミューチュアル払戻を計算手段によって計算する段階をさら
に含む、請求項１記載の方法。
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【請求項３】
　少なくとも一部の賭け手による多要素ベットを受け付け手段を介して受け付けする段階
をさらに含み、各多要素ベットは複数の賭け要素を有し、各賭け要素は前記レースの中間
ポイントおよびその中間ポイントにおける指定された参加者の順位の指定を含む、請求項
１記載の方法。
【請求項４】
　賭け手の賭け金額の、賭け手の賭け要素の間での配分を指定する入力を、受け付け手段
を介して賭け手から受け付けする段階をさらに含む、請求項３記載の方法。
【請求項５】
　レース参加者の指定が賭け手の選択を受け付け手段を介して受け付けすることによって
なされる、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記中間ポイントの少なくとも一つについての前記レース成績特性の少なくとも一つが
、賭け手による選択を受け付け手段を介して受け付けすることによって指定される、請求
項１記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも一つの賭け要素が、他の賭け要素に比べて低いオッズおよび高い払戻を有す
るジャックポット賭け要素を含む、請求項３記載の方法。
【請求項８】
　請求項７記載の方法であって、
　複数の賭け手に関連付けられた、前記ジャックポット賭け要素を含む複数のジャックポ
ット賭け要素が、前記レース・イベントに関連付けられており、各ジャックポット賭け要
素がジャックポット賭け金額に関連付けられており、
　当該方法はさらに、
　　前記複数のジャックポット賭け要素の少なくとも一つが勝ったベットであるかどうか
を判定する段階と、
　　前記複数のジャックポット賭け要素のいずれも勝ったベットであると判定されない場
合、前記複数のジャックポット賭け要素に関連付けられた前記ジャックポット賭け金額を
、少なくとも一つの勝ったジャックポット賭け要素が判別されるまで、一つまたは複数の
その後のレース・イベントに持ち越す段階とを含む、
方法。
【請求項９】
　賭けシステムのコンピュータが実行する方法であって、
　賭け手からのベットを受け付け手段を介して受け付けする段階であって、前記ベットは
レース・イベントにおける一または複数のレース参加者を指定し、かつ前記レース・イベ
ント内の一つまたは複数の指定された中間ポイントおける前記指定されたレース参加者の
順位を指定する、段階と、
　前記レース・イベントが行われる場所にある一つまたは複数の測定装置から、前記一つ
または複数の指定された中間ポイントにおける前記指定された一または複数のレース参加
者のうち少なくとも一の参加者の順位を同定する中間レース結果を、受け付け手段を介し
て受け付けする段階と、
　前記ベットにおいて指定されているレース参加者の指定された順位および前記測定装置
から受け付けされた中間レース結果に少なくとも部分的に基づいて前記ベットについての
払戻結果を払戻結果計算手段によって計算する段階とを含む、
方法。
【請求項１０】
　前記ベットについてパリミューチュアル払戻を計算手段によって計算する段階をさらに
含む、請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　複数の賭け要素の間での賭け金額の配分が、前記複数の賭け要素のそれぞれに前記賭け
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金額の等しい割合を配分することを含む、請求項９記載の方法。
【請求項１２】
　複数の賭け要素の間での賭け金額の配分が、前記複数の賭け要素の間で前記賭け金額を
、少なくとも部分的に賭け手からの入力に基づいた量で配分することを含む、請求項９記
載の方法。
【請求項１３】
　前記一または複数の指定されたレース参加者が賭け手の選択を受け付け手段を介して受
け付けすることに基づいてなされる、請求項９記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の中間ポイントの少なくとも一つについての前記一つまたは複数の可能な順位
の少なくとも一つが、賭け手による選択を受け付け手段を介して受け付けすることによっ
て指定される、請求項９記載の方法。
【請求項１５】
　請求項９記載の方法であって、
　前記ベットが、他の賭け要素に比べて低いオッズおよび高い払戻を有するジャックポッ
ト賭け要素を含み、
　複数の賭け手に関連付けられた、前記ジャックポット賭け要素を含む複数のジャックポ
ット賭け要素が、前記レース・イベントに関連付けられており、各ジャックポット賭け要
素がジャックポット賭け金額に関連付けられており、
　当該方法はさらに、
　　前記複数のジャックポット賭け要素の少なくとも一つが勝ったベットであるかどうか
を判定する段階と、
　　前記複数のジャックポット賭け要素のいずれも勝ったベットであると判定されない場
合、前記複数のジャックポット賭け要素に関連付けられた前記ジャックポット賭け金額を
、少なくとも一つの勝ったジャックポット賭け要素が判別されるまで、一つまたは複数の
その後のレース・イベントに持ち越す段階とを含む、
方法。
【請求項１６】
　一つまたは複数のプログラムを記憶した一つまたは複数のコンピュータ可読記憶媒体で
あって、前記プログラムは、一つまたは複数のコンピュータに、
　賭け手によるベットを受け付け手段を介してコンピュータ化された賭けシステムのコン
ピュータのメモリに受け付けする段階であって、前記ベットはそれぞれ複数のレース参加
者を有するレース・イベントにおける一または複数のレース参加者を指定し、かつ前記レ
ース・イベント内の複数の中間ポイントの少なくとも一つの中間ポイントと、前記中間ポ
イントにおける指定されたレース参加者の順位とを指定する、段階と、
　前記レース・イベントが行われる場所にある測定装置から、前記ベットを決定するのに
十分な精度により前記中間ポイントにおける前記指定された一または複数のレース参加者
のうち少なくとも一の参加者の実際の順位を同定する前記測定装置によって測定された中
間レース順位結果を、受け付け手段を介して受け付けする段階と、
　前記指定された中間ポイントにおけるレース参加者の賭け手により指定された順位が、
前記参加者について測定された受け付けされた中間レース順位結果に一致するかに少なく
とも部分的に基づいて前記ベットについての払戻結果を払戻結果計算手段によって計算す
る段階とを実行させる、
媒体。
【請求項１７】
　前記プログラムが、
　勝ったベットについてパリミューチュアル払戻を計算手段によって計算する段階をさら
に実行させる、請求項１６記載の媒体。
【請求項１８】
　前記プログラムが、少なくとも一部の賭け手による多要素ベットを受け付け手段を介し
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て受け付けする段階を実行させ、各多要素ベットは複数の賭け要素を有し、各賭け要素は
前記レースの中間ポイントおよびその中間ポイントにおける指定された参加者の順位の指
定を含む、請求項１６記載の媒体。
【請求項１９】
　請求項１８記載の媒体であって、前記プログラムがさらに、
　賭け手による前記レース・イベントのゴールポイントにおけるレース参加者の順位の指
定を受け付け手段を介して受け付けする段階と、
　前記レース・イベントの前記ゴールポイントにおける前記一または複数の指定されたレ
ース参加者のうち少なくとも一の実際の順位を同定するゴールポイントレース結果を、前
記レース・イベントが行われる場所にある装置から受け付け手段を介して受け付けする段
階と、
　前記レース・イベントの前記複数の中間ポイントおよび前記ゴールポイントにおけるレ
ース参加者の前記一つまたは複数の賭け手による指定された順位に少なくとも部分的に基
づいて、前記ベットについての払戻結果を払戻結果計算手段によって計算する段階とを実
行させる、
媒体。
【請求項２０】
　前記プログラムがさらに、前記複数の賭け要素の一つまたは複数の間での前記多要素ベ
ットの全賭け金額の配分を、計算手段によって自動的に計算する段階をさらに実行させる
、請求項１８記載の媒体。
【請求項２１】
　前記プログラムがさらに、賭け手の賭け金額の、賭け手の賭け要素の間での配分を指定
する入力を、受け付け手段を介して賭け手から受け付けする段階をさらに実行させる、請
求項２０記載の媒体。
【請求項２２】
　前記プログラムがさらに、賭け手の選択によるレース参加者の指定を受け付け手段を介
して受け付けする段階を実行させる、請求項１６記載の媒体。
【請求項２３】
　前記プログラムがさらに、前記中間ポイントの少なくとも一つについての前記順位の少
なくとも一つを、賭け手による選択を受け付け手段を介して受け付けすることによって指
定させる、請求項１６記載の媒体。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の技術分野］
　本発明は、一般にイベントに対する賭けに関し、より詳細には、レースイベントにおけ
る中間ポイントに関する賭けを提供するシステムに関する。
［発明の背景］
　競馬などのスポーツイベントに対する賭けは、世界の多くの地域において大規模かつ発
展途上の産業である。各種タイプのスポーツイベントに対して、各種タイプの賭け商品又
はシステムが利用可能である。例えば、典型的な競馬の賭けは、賭けをする人があるレー
ス又はレースシリーズにおける１頭の馬又は複数の馬の着順に対して賭けを行うことを可
能にする。例えば、賭けをする人は、１着（ウィン）、上位２着（プレイス）又は上位３
着（ショー）に到着する馬に対して賭けをすることができる。賭けをする人はまた、連勝
単式（上位２着の馬をその順位でカバーする）又は３連単（上位３着の馬をその順位でカ
バーする）などの複数の馬による各種組み合わせによる賭けを行うかもしれない。さらに
、賭けをする人は、デイリーダブル（２つの連続するレースの勝者）、ピックスリー（３
つの連続するレースの勝者）及びピックシックス（６つの連続するレースの勝者）などの
レースシリーズに対して賭けをすることができる。
【０００２】
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　パリミューチュアル賭けシステムでは、あるイベントに関するすべての賭けが集計され
、手数料（又は「テークアウト」）が競技場によりとられ、残りが当選した賭けをした人
に分配される。例えば、パリミューチュアル賭けシステムは、競馬に対する賭けについて
北米（及び世界中の他の様々な地域）で一般的に利用されている。
［発明の概要］
　一実施例によると、賭けを管理するシステムは、複数の記録装置を有する。記録装置は
、レースイベント内のある中間ポイントに配置される。記録装置は、中間レース結果を決
定するよう動作可能である。本システムはさらに、複数の記録装置に通信可能に接続され
るサーバを有する。サーバは、複数のレース参加者から構成されるレースイベントの１以
上のレース参加者の決定を格納するよう動作可能なメモリを有する。サーバはさらに、メ
モリに通信可能に接続され、レースイベントの１以上のレース参加者を特定し、レースイ
ベント内の１以上の中間ポイントにおける１以上のレース参加者のポジションに関する賭
けから構成される賭けを受け付けるよう動作可能なプロセッサを有する。プロセッサはさ
らに、中間ポイントにおけるレース参加者の少なくとも１つのポジションを特定する中間
レース結果を記録装置から受け付けるよう動作可能である。プロセッサはさらに、受け付
けた中間レース結果に少なくとも部分的に基づき、賭けの結果を決定するよう動作可能で
ある。
【０００３】
　本発明の各種実施例は、いくつかの効果を奏するかもしれない。１以上の実施例が後述
される効果の一部又はすべての効果を奏するかもしれず、またそれらの何れの効果も奏し
ないかもしれないということに留意すべきである。
【０００４】
　本発明の１つの効果は、レースイベント（競馬やドッグレースなど）における１以上の
中間ポイントにおけるレース参加者（馬や犬など）のポジションに関する賭けが提供可能
であるということである。従って、各レースイベントについて、より多くの賭けイベント
及び賭けタイプが顧客に利用可能となる。さらに、一部の賭けをする人は、イベントに対
する従来の賭けを発注しないとき、レースイベントに対する区間の賭け（ｉｎｔｅｒｖａ
ｌ　ｂｅｔ）をするかもしれない。これは、レースイベントに対する合計賭け金のプール
を増大させ、このような賭け金からの手数料又はテークアウトを収集するエンティティの
利益及び／又はレースイベントに対して提供される資金を増大させるかもしれない。本発
明の他の効果は、このような区間の賭けは、あるイベントに関するすべての賭けがプール
されるパリミューチュアル賭けシステムにおいて提供可能であるということである。
【０００５】
　本発明の他の効果は、タイミング及び／又は記録装置が、中間ポイントにおけるレース
参加者のポジションを決定するため、レーストラックにおける中間ポイントに配置可能で
あるということである。上述したように、この位置情報は、区間の賭けの各種賭けコンポ
ーネントの結果を決定するための入力として利用されるかもしれない。さらに、コンピュ
ータ化されたシステムが、賭けチケットに印刷され、区間の賭けを発注した顧客に提供さ
れる区間の賭けに対する賭けマトリックスを生成するかもしれない。このようなコンピュ
ータ化されたシステムを利用することによってランダムに生成されたエントリによりこの
ような賭けマトリックスの少なくとも一部を占有する賭けマトリックスが、ほとんど瞬時
に生成されるかもしれない。さらに、コンピュータ化されたシステムの計算パワーが、実
行困難な高度な多次元賭けマトリックを生成及び処理するのに利用可能である。各賭けマ
トリックスは、顧客が各種賭けコンポーネントの進捗及び／又は結果を追跡することがで
きるように、区間の賭けの各種賭けコンポーネントを少なくとも部分的に規定するかもし
れない。
【０００６】
　他の効果は、以下の図面、説明及び請求項から当業者に容易に明らかとなるであろう。
［発明の実施例の詳細な説明］
　図１は、本発明の実施例によるレースイベントの中間ポイントに関する区間の賭けを提
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供及び管理するための一例となるシステム１０を示す。システム１０は、１以上の通信ネ
ットワーク１８により接続される１以上の賭けシステムインタフェース１４と賭けシステ
ムプラットフォーム１６とを有する。一般に、１以上の顧客２０は、賭けシステムインタ
フェース１４を介し、賭け情報（イベント時間、賭けルール、賭けオプション及びオッズ
など）を受け付け、及び／又は賭け１２を発注するかもしれない。いくつかの実施例では
、賭け１２は賭けシステムインタフェース１４により受け付けされ、賭けシステムプラッ
トフォーム１６と通信される。賭けシステムプラットフォーム１６は、その後、受け付け
た賭けを格納し、適切なオッズ、賭け結果及び払戻を決定し、このようなオッズ、賭け結
果及び払戻を賭けシステムインタフェース１４の１以上に通信するかもしれない。
【０００７】
　システム１０は、顧客２０が競馬、ドッグレース又は自動車レースなどのレース参加者
のグループを有するレースイベントに対する区間の賭け３０を発注することを可能にする
。いくつかの実施例では、各区間の賭け３０は、各賭けコンポーネントがレースイベント
の１以上の中間ポイント及び／又はレースイベントのゴールにおける１以上のレース参加
者のポジションに関する賭けからなる１以上の賭けコンポーネントを有するかもしれない
。従って、区間の賭け３０は、実際にはいくつかの賭けから構成されるかもしれない。例
えば、１マイル競馬では、一例となる区間の賭け３０は、馬＃３がレースの１／４マイル
地点に５着にいるか否かに関する第１の賭けコンポーネント３２ａと、馬＃３がレースの
１／２マイル地点において２着にいるか否かに関する第２の賭けコンポーネント３２ｂと
、馬＃３がレースの３／４マイル地点において７着にいるか否かに関する第３賭けコンポ
ーネント３２ｃと、馬＃３がレースのゴールライン（すなわち、１マイル地点）において
１着にいるか否かに関する第４の賭けコンポーネント３２ｄとを含むかもしれない。
【０００８】
　いくつかの実施例では、システム１０はまた、顧客２０が区間の賭け３０に加えて従来
の賭け３４を発注することを可能にするかもしれない。従来の賭け３４は、ウィン賭け、
プレイス賭け、ショー賭け、連勝単式の賭け、３連単の賭け、ホイール（ｗｈｅｅｌ）賭
け、ボックス（ｂｏｘ）賭け、デイリーダブル賭け、ピックシックス賭けなどの賭けを含
むかもしれない。いくつかの実施例では、顧客２０は、同一のレースイベント又はレース
イベントグループに対する１以上の従来の賭け３４と１以上の区間の賭け３０とを発注す
るかもしれない。
【０００９】
　システム１０により提供される賭け１２（区間の賭け３０及び／又は従来の賭け３４を
含む）に対するオッズ及び／又は払戻は、何れか適切な方法により決定されるかもしれな
い。例えば、システム１０により提供されるいくつかの賭け１２に対するオッズ及び／又
は払戻は、賭け１２（特定のレースイベントに関するあるタイプの賭け１２など）のグル
ープの賭け金がプールされ、競技場又は他の賭け提供者によって手数料（又は「テークア
ウト」）がとられ、残りが当選した賭けをした人に分配されるパリミューチュアルシステ
ムに従って決定されるようにしてもよい。あるいは、システム１０により提供されるいく
つかの賭け１２に対するオッズ及び／又は払戻は、顧客２０がブックメーカーなどに対抗
するポジションをとる賭けシステムなどの他のいくつかのシステムに従って決定されても
よい。いくつかの賭け１２に対して、所定の又は固定されたオッズが決定され、顧客２０
に通信されるようにしてもよい。
【００１０】
　特に、区間の賭け３０に対する賭けコンポーネント３２は、パリミューチュアル式に、
所定の又は固定されたオッズを利用して、又は他の何れか適切な方法に従って決定されて
もよい。ある区間の賭け３０は、１以上のパリミューチュアル賭けコンポーネント３２（
オッズ及び／又は払戻がパリミューチュアル式に決定される賭けコンポーネント３２）と
、他の方法により（固定されたオッズに基づくものなど）決定されたオッズ及び／又は払
戻を有する１以上の賭けコンポーネント３２を有するかもしれない。いくつかの実施例で
は、区間の賭け３０に含まれる各タイプのパリミューチュアル賭けコンポーネント３２に
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ついて、独立したパリミューチュアルプールが設けられる。このとき、１人の顧客３２に
より発注された区間の賭け３０に含まれる各タイプのパリミューチュアル賭けコンポーネ
ント３２の賭け金は、他の顧客２０により発注された区間の賭け３０の同じタイプの賭け
コンポーネント３２に対する賭け金によりプールされるかもしれない。さらに、異なるパ
リミューチュアルプールセットが、各レースイベントに対して提供される。いくつかの実
施例では、あるパリミューチュアルプールに当選した賭けコンポーネント３２が存在しな
いときには、当該プールの賭け金は顧客２０に返金されてもよいし、以降のレースのため
の新たなパリミューチュアルプールに払い戻されてもよいし、その他の方法により管理さ
れてもよい。
【００１１】
　賭けシステムインタフェース１４は、顧客２０と賭けシステムプラットフォーム１６と
の間の何れか適切なインタフェースを有するかもしれない。例えば、図１に示されるよう
に、賭けシステムインタフェース１４は、場内インタフェース４０及び／又は場外インタ
フェース４２などの物理的インタフェースを有するようにしてもよい。場内インタフェー
ス４０は、一般にはトラックに配置され、場外インタフェース４２は、一般にはＯＴＢ（
Ｏｆｆ－Ｔｒａｃｋ－Ｂｅｔｔｉｎｇ）パーラーなどのＯＴＢ施設に配置される。場内イ
ンタフェース４０及び場外インタフェース４２は、顧客２０から賭けを受け付け、払戻を
分配するテラー４４と、イベント時間、現在のオッズ、各賭け１２に対する予想された又
は実際の払戻などの賭け情報をモニタするよう顧客２０により閲覧可能なモニタ４６とを
有する。いくつかの状況では、このような情報は、新たな賭け１２が発注されると、及び
／又はイベントに関する情報が変更されると、実質的にリアルタイムに又は所定の間隔（
例えば、レースイベントの各中間ポイント後又は３０秒ごとなど）により更新されるかも
しれない。モニタ４６は、例えば、トラック又はＯＴＢ施設に配置された電光掲示板又は
有線テレビなどを含むかもしれない。
【００１２】
　場内インタフェース４０及び／又は場外インタフェース４２はまた、１以上のセルフサ
ービス賭けマシーン４８を有するかもしれない。いくつかの実施例では、セルフサービス
賭けマシーン４８は、顧客２０が支払をマシーンに挿入し（現金又はバウチャ、クレジッ
トカード又はデビットカードを利用することによって）、１以上の区間の賭け３０及び／
又は従来の賭け３４を発注し、発注された賭けを示すプリントアウト（チケットなど）を
受け取ることを可能にする。当選した賭けに対するプリントアウトは、支払バウチャ（払
戻をテラー４４から受け取るのに利用可能な）を受け取るため、又はさらなる賭け１２を
発注するためなど、セルフサービス賭けマシーンに挿入されてもよい。他の実施例では、
セルフ賭けマシーン４８は、顧客２０がクレジット又はデビットカードを用いて賭け１２
を発注することを可能にする。クレジット又はデビットカードは、賭け口座提供者によっ
て提供及び／又は管理される賭け口座であるかもしれない関連する口座を有するかもしれ
ない。いくつかの実施例では、レースイベントが終了した後、顧客２０は、カードの残高
を更新するため、セルフサービス賭けマシーン４８に自分のクレジット又はデビットカー
ドを挿入又は通すかもしれない。セルフサービス賭けマシーン４８はまた、顧客２０が払
戻を受け取るため、テラー４４に提示する支払バウチャを印刷することを可能にするかも
しれない。
【００１３】
　図１に示されるように、賭けシステムインタフェース１４はまた、１以上の電話オペレ
ータ５０や１以上のウェブページ５４などの各種非物理的インタフェースを有するように
してもよい。顧客２０は、１以上の通信ネットワーク５６を介しこのような非物理的イン
タフェースにアクセス又は通信するかもしれない。通信ネットワーク５６は、有線、光、
無線又は他の適切なリンクなどのリンクによって接続される１以上のサーバ、ルータ、ス
イッチ、リピータ、バックボーン、リンク及び／又は他の何れか適切なタイプの通信装置
を含むかもしれない。一般に、通信ネットワーク５６は、電話網、ローカルエリアネット
ワーク（ＬＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ワイドエリアネット
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ワーク（ＷＡＮ）、インターネット、インターネットの一部、又は他の何れかのデータ交
換システムなどの任意の通信ネットワーク上にある任意のインターコネクトを含むかもし
れない。通信ネットワーク５６を用いて賭けシステムインタフェース１４にアクセスする
ため、顧客２０は、コンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話、リモートページ
ング装置、電子メール通信装置、携帯賭け装置又は他の何れか適切な携帯装置を利用する
ようにしてもよい。ある実施例では、顧客２０は、例えば、通信ネットワーク５６と賭け
システムインタフェース１４などを利用して、携帯装置を介し賭けシステムプラットフォ
ーム１６から賭け情報などの何れか適切な情報を受け取るようにしてもよい。
【００１４】
　電話オペレータ５０は、顧客２０と賭け情報（イベント時間、賭けルール、賭けオプシ
ョン及びオッズなど）を通信し、賭け１２を受注するかもしれない。同様に、ウェブペー
ジ５４は、賭け情報を顧客２０と通信し、顧客２０が賭け１２を発注することを可能にす
る。このようなウェブページ５４の１以上は、一部の実施例では賭けシステムプラットフ
ォーム１６に供するシステム１０に係る１以上のサーバによって提供されてもよい。いく
つかの実施例では、ウェブページ５４を介し顧客２０に利用可能な賭け情報は、新たな賭
け１２が発注されると、及び／又はイベントに関する情報が変更されると、実質的にリア
ルタイムに又は所定の間隔（３０秒ごとなど）により更新されるかもしれない。
【００１５】
　いくつかの実施例では、１以上のウェブページ５４が、インターネット賭け提供者５８
等によって提供又は関連付けされてもよい。インターネット賭け提供者５８は、オンライ
ン賭け口座を１以上の顧客２０に提供することによって、インターネット口座の賭けを提
供するかもしれない。オンライン賭け口座を利用して、顧客２０は、資金の出し入れをし
、レースイベントに関する賭け情報を閲覧し、賭け１２（区間の賭け３０及び／又は従来
の賭け３４など）を発注するため、インターネット賭け提供者５８に係る１以上のウェブ
ページ５４とインタフェースをとるようにしてもよい。このようなオンライン賭け口座は
、預金口座、信用口座、ストップロス口座、ハイブリッド口座などの１以上の各種タイプ
の口座を含むかもしれない。
【００１６】
　システム１０の賭けシステムインタフェース１４の一部又はすべては、区間の賭け３０
と従来の賭け３４の双方を提供及び受け付けするよう動作可能であるかもしれない。しか
しながらいくつかの実施例では、１以上の賭けシステムインタフェース１４は、区間の賭
け３０と従来の賭け３４の何れか一方のみしか提供又は受け付けないかもしれない。例え
ば、ある実施例では、賭けシステムプラットフォーム１６に係るウェブページセットは、
顧客２０が区間の賭け３０と従来の賭け３４の双方を発注することを可能にする一方、あ
るセルフサービス賭けマシーン４８は、顧客２０が区間の賭け３０を発注することのみ、
又はその反対を行うことのみ可能にするかもしれない。
【００１７】
　上述したように、賭けシステムプラットフォーム１６は、賭けシステムインタフェース
１４から賭け１２（区間の賭け３０と従来の賭け３４の双方を含む）を受け付け、受け付
けた賭け１２を格納し、適切なオッズ、賭け結果及び払戻を決定し、当該オッズ、賭け結
果及び／又は払戻を１以上の賭けシステムインタフェース１４に通信し、その後当該オッ
ズ、賭け結果及び／又は払戻を顧客２０に表示するよう動作可能である。図１に示される
ように、賭けシステムプラットフォーム１６は、メモリ７２に接続されるプロセッサ７０
を有する。プロセッサ７０は一般に、以下でより詳細に説明されるように、現在のオッズ
データ７６、賭け結果７８及び払戻８０を決定するため、賭けシステムソフトウェアアプ
リケーション７４又は他のコンピュータ命令を実行するよう動作可能である。
【００１８】
　上述したように、賭けシステムプラットフォーム１６は、プロセッサ７０とメモリ７２
とを有する。プロセッサ７０は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）や他のマイクロプロセッサ
など、賭けシステムソフトウェアアプリケーション７４又は他のコンピュータ命令を実行
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する何れか適切なプロセッサを有してもよく、協調して動作する何れか適切な個数のプロ
セッサを有するようにしてもよい。メモリ７２は、１以上のＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＤＲＡＭ（
Ｄｙｎａｍｉｃ　ＲＡＭ）、ＦＣＲＡＭ（Ｆａｓｔ　Ｃｙｃｌｅ　ＲＡＭ）、ＳＲＡＭ（
Ｓｔａｔｉｃ　ＲＡＭ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ
　Ａｒｒａｙ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　ＥＰＲＯＭ）又は他の何れか適切な揮発性
又は不揮発性記憶装置など、コンピュータ命令の実行を実現するのに適した１以上の記憶
装置を有するようにしてもよい。
【００１９】
　メモリ７２は一般には、オッズ、賭け結果及び／又は払戻を決定するのにプロセッサ７
０により利用可能な各種情報を格納するよう動作可能である。例えば、メモリ７２は、一
緒に配置され、又は物理的及び／若しくは地理的に分散される何れか適切な個数のデータ
ベースから構成されるようにしてもよい。図１に示される例では、メモリ７２は、賭けシ
ステムソフトウェアアプリケーション７４、現在のオッズデータ７６、賭け結果７８、払
戻８０、レースイベントパラメータ８２、賭けパラメータ８４、レース結果８６及び賭け
マトリックス１５０の何れか又はすべてを格納するようにしてもよい。
【００２０】
　現在のオッズデータ７６は、顧客２０がこのような賭け１２の賭け金に基づき、賭け１
２の潜在的な払戻を決定することができるように、例えば、（ａ）各種賭け１２に対する
パリミューチュアルプールに格納された賭け金（区間の賭け３０、賭けコンポーネント３
２及び／又は従来の賭け３４を含む）、（ｂ）各種賭け１２に対する現在のオッズデータ
（当該賭け１２がパリミューチュアル又は固定されたオッズの賭けであるか否かに関わら
ず）、及び／又は各種賭け１２に対する潜在的な払戻データに関する現在又はほぼ現在の
データを有するかもしれない。上述したように、プロセッサ７０は、このような現在のオ
ッズデータ７６を決定するため、賭けシステムソフトウェアアプリケーション７４を実行
するよう動作可能である。プロセッサ７０は、メモリ７２及び／又は１以上の賭けシステ
ムインタフェース１４から受信したデータに少なくとも基づき、このような現在のオッズ
データ７６を決定するかもしれない。さらに、プロセッサ７０は、賭けシステムプラット
フォーム１６によって受信された新たな情報に基づき、このような現在のオッズデータ７
６を更新するようにしてもよい。いくつかの実施例では、プロセッサ７０は、リアルタイ
ムに、実質的にリアルタイムに、又は所定の間隔により（３０秒ごとなど）、現在のオッ
ズデータ７６を更新するようにしてもよい。
【００２１】
　図１に示されるように、現在のオッズデータ７６は、矢印９０により示されるように、
通信ネットワーク１８を介し１以上の賭けシステムインタフェース１４に通信されるかも
しれない。その後、現在のオッズデータ７６は、トラックやＯＴＢ施設に配置された電光
掲示板又はモニタ４６を介し、又は顧客２０によりアクセス可能な適切なウェブページな
どによって、顧客２０に利用可能にされるようにしてもよい。このようにして、顧客２０
は、各種賭け１２又はレースイベントに関する現在のオッズデータ７６をリアルタイムに
又は実質的にリアルタイムにアクセスするようにしてもよい。
【００２２】
　賭け結果７８は、賭け１２を発注した顧客２０の身元、賭けの結果、賭け１２に対して
決定された払戻８０、及び／又は払戻８０が顧客２０に分配されたか否かなど、各種賭け
１２（区間の賭け３０、賭けコンポーネント３２及び／又は従来の賭け３４を含む）の結
果に関する各種データを有するかもしれない。賭け１２の予想される結果は、例えば、「
ウィン」、「ルーズ」、「プッシュ」又は「ノーアクション」などを含むかもしれない。
プロセッサ７０は、１以上の関連するレースイベントに関するレースイベントパラメータ
８２、賭け１２に関する賭けパラメータ８４、１以上の関連するレースイベントに関する
レース結果８６（図２に示されるように、レースの中間ポイント１０４とゴールラインに
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おける各レース参加者のポジションを含むかもしれない）、及び賭けシステムプラットフ
ォーム１６により生成される賭けマトリックス１５０に基づき、賭け１２に対するこのよ
うな結果を決定するようにしてもよい。
【００２３】
　プロセッサ７０は、賭け１２がパリミューチュアル、固定オッズ又は他のタイプの賭け
であるか否かに応じて、各種データに基づき各当選した賭け１２に対する払戻８０を決定
するようにしてもよい。プロセッサ７０は、このようなタイプの賭けに対する払戻を決定
するため既知の方法に従って当選したパリミューチュアル及び固定オッズの賭け１２に対
する払戻８０を決定するようにしてもよい。賭けシステムプラットフォーム１６により決
定される払戻８０は、レースに対する賭けがクローズされた後、レースが実行された後、
又はレースが「公式なもの」と宣言された後に計算される実際の払戻及び利益、又はレー
ス前に動的に計算及び／又は更新される潜在的な払戻及び利益を有することが可能である
ということに留意すべきである。
【００２４】
　レースイベントパラメータ８２は、レースイベントのタイプ、レースイベントの日時及
び場所、及び／又はレースイベントの各参加者の参加者数（又はいくつかの場合には、そ
の名前）など、１以上のレースイベントの各種パラメータから構成されるかもしれない。
【００２５】
　賭けパラメータ８４は、賭け１２を発注した顧客２０の身元、賭け１２が発注された方
法（電話又はインターネットを介し、トラック又はＯＴＢ施設のスタッフによりなど）、
賭け１２のタイプ（賭け１２が区間の賭け３０又は従来の賭け３４などであるか否かなど
）、賭け１２に対する手数料レート、区間の賭け３０に対して決定された参加者（例えば
、以前のレース結果に基づき、又は他の顧客の賭け１２に対して決定された参加者及び／
若しくは当該他の賭けの賭け金に基づき、顧客２０によって選択され、又は賭けシステム
プラットフォーム１６によってランダムに決定されたものなど）、及び／又は賭け１２の
賭け金など、１以上の受け付けた賭け１２（区間の賭け３０、賭けコンポーネント３２及
び／又は従来の賭け３４を含む）の各種パラメータを有するかもしれない。
【００２６】
　レース結果８６は、レースの各中間ポイント及びゴールラインにおける各参加者のポジ
ション、何れかのポジションにタイがあったか、何れかの参加者がゴールしなかったかな
ど、１以上のレースイベントの結果に関する各種データを有するかもしれない。レース結
果８６は、図２を参照して以下で詳細に説明されるように、レーストラックの周囲に配置
された各中間ポイントの記録装置とゴールラインの記録装置から受信されてもよい。
【００２７】
　賭けマトリックス１５０は、区間の賭け３０の各種賭けコンポーネント３２を規定する
かもしれない。賭けマトリックス１５０は、１以上のレースイベントに関するレースイベ
ントパラメータ８２や賭けパラメータ８４（顧客２０によって選択され、又は賭けシステ
ムプラットフォーム１６により決定されるような）などの各種入力に基づき、賭けシステ
ムプラットフォーム１６により生成されるようにしてもよい。いくつかの実施例では、賭
けシステムプラットフォーム１６は、レースイベントの各中間ポイント及び／又はゴール
ラインにおけるレース参加者の予想されるポジションを表すランダムに決定された数によ
って、賭けマトリックス１５０の少なくとも一部を占有（又は充填）するようにしてもよ
い。いくつかの実施例では、賭けマトリックス１５０は、顧客２０が自らの区間の賭け３
０の進捗に従い、区間の賭け３０の賭けコンポーネント３２の結果を決定することができ
るように、賭けチケット９２に物理的に印刷され、区間の賭け３０を発注する顧客に提供
される。他の実施例では、賭けマトリックス１５０は、賭けチケット９２に物理的に印刷
されない。何れの実施例でも、賭けマトリックス１５０は、賭けコンポーネント３２を規
定及び管理するため、賭けシステムプラットフォーム１６に格納及び利用される。いくつ
かの実施例では、コンピュータ化された賭けシステムプラットフォーム１６を利用するこ
とによって、賭けマトリックス１５０がほとんど瞬時に生成及び／又は記録され、このよ
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うな賭けマトリックス１５０の少なくとも一部は、ランダムに生成されたエントリにより
占有される。
【００２８】
　ここで、「ランダムに」決定するという表現は（賭けマトリックスの数をランダムに決
定する、レース参加者の予想されるポジションをランダムに決定する、又は区間の賭け３
０に対するレース参加者をランダムに決定するなど）、コンピュータ（賭けシステムプラ
ットフォーム１６に係るコンピュータなど）を利用して、何れか既知の又は適切なアルゴ
リズム又は技術を用いて「ランダム」又は「擬似ランダム」な数を決定することを含むと
いうことが理解されるべきである。
【００２９】
　上述したように、１以上の通信ネットワーク１８は、１以上の賭けシステムインタフェ
ース１４と賭けシステムプラットフォーム１６との間の無線又は有線通信を接続及び実現
する。各通信ネットワーク１８は、１以上のサーバ、ルータ、スイッチ、リピータ、バッ
クボーン、リンク及び／又は有線リンク、光、無線又は他の適切なリンクなどのリンクに
よって接続される何れか他の適切なタイプの通信装置を含むかもしれない。一般に、各通
信ネットワーク１８は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、メトロポリタンエリア
ネットワーク（ＭＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、インターネット、イン
ターネットの一部、又は他の何れかのデータ交換システムなどの任意の通信ネットワーク
にある任意のインターコネクトを含むかもしれない。
【００３０】
　また、賭けシステムプラットフォーム１６のコンポーネントの１つ、一部又はすべては
一緒に配置されてもよいし、又は物理的若しくは地理的に分散されてもよいということが
理解されるべきである。さらに、賭けシステムプラットフォーム１６のコンポーネントの
１つ、一部又はすべては、区間の賭け３０に係る賭けプール（パリミューチュアルプール
など）と共に、このような区間の賭け３０がに係るレースイベントが開催されるトラック
において、又は他のトラックやＯＴＢエンティティなどの他の何れか適切な場所に配置さ
れるかもしれない。いくつかの実施例では、例えば、ある区間の賭け３０（又は賭けコン
ポーネント３２）のパリミューチュアルプールが、当該賭けによってカバーされるレース
イベントが行われているトラックにより運営される。他の実施例では、ある区間の賭け３
０（又は賭けコンポーネント３２）のパリミューチュアルプールが、このような賭けによ
りカバーされるレースイベントが行われているトラックと別のトラック又はＯＴＢエンテ
ィティにより運営されている。
【００３１】
　トラック構成の具体例
　図２は、一例となるレースイベントのレーストラック１００の概略を示す。レーストラ
ック１００は、１マイルの楕円形のトラックなどの何れか適切な長さ及び形状を有するも
のであってもよい。中間ポイント記録装置１０２は、レーストラック１００に沿った１以
上の中間ポイント１０４のそれぞれに配置され、ゴールライン記録装置１０６は、レース
トラック１００のゴールライン１０８に配置されるかもしれない。中間ポイント記録装置
１０２とゴールライン記録装置１０６は、レース参加者が中間ポイント１０４とゴールラ
イン１０８を横切るとき、レース参加者の実際のポジションを記録するのに適した任意の
装置から構成可能である。例えば、中間ポイント記憶装置１０２及び／又はゴールライン
記録装置１０６は、テレタイマー、カメラ及び／又は他の適切なタイミング及び記録装置
を有するかもしれない。いくつかの実施例では、中間ポイント記録装置１０２は、レース
イベントのゴールラインに通常あるものと同様のタイミング及び記録装置を有する。
【００３２】
　図２に示される実施例では、トラック１００は、トラック１００に沿って各１／８マイ
ルに１つの合計７つの中間ポイント１０４ａ～１０４ｇ（ゴールライン１０８をカウント
しない）を有する１マイルの楕円形のトラックである。中間ポイント記録装置１０２は各
中間ポイント１０４ａ～１０４ｇに配置され、ゴールライン記録装置１０６はゴールライ
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ン１０８に配置される。異なる個数の中間ポイント１０４ａ～１０４ｇが、各長さのレー
スに対して利用可能である。例えば、中間ポイント１０４ｂから始まる３／４マイルのレ
ースでは、当該レースは５つの中間ポイント１０４（１０４ｃ～１０４ｇ）とゴールライ
ン１０８とを含むかもしれない。１マイルレースでは、当該レースは、合計７つの中間ポ
イント１０４ａ～１０４ｇとゴールライン１０８を有するかもしれない。１マイルより長
いレースでは（すなわち、１フルラップアラウンドトラック１００）、ゴールライン１０
８は、中間ポイント１０４とゴールライン１０８の両方の機能を有するかもしれない。例
えば、中間ポイント１０４ｄから始まる１＋１／２マイルレースでは、当該レースは、中
間ポイント１０４として機能する中間ポイント１０４ｅ～１０４ｇ及びゴールライン１０
８と、レースのゴールラインとして機能する中間ポイント１０４ａ～１０４ｇ及びゴール
ライン１０８を含むフルラップを含むかもしれない。一例となるトラック１００に関する
詳細を提供するための形状及び長さが使用されるが、他の実施例では、トラック１００は
任意の形状及び長さを有するものであってもよく、任意の構成及び間隔で配置される任意
の個数の中間ポイント１０４を有するようにしてもよいということが理解されるべきであ
る。これに関して、中間ポイントは、互いに等間隔に配置されてもよいし、そうでなくて
もよい。
【００３３】
　区間の賭け３０
　上述したように、システム１０は、顧客２０が競馬、ドッグレース、自動車レースなど
の複数のレース参加者を有するレースイベントに対する区間の賭け３０を発注することを
可能にする。各区間の賭け３０は、各賭けコンポーネントがレースイベントの１以上の中
間ポイント１０４及び／又はゴールライン１０８における１以上のレース参加者のポジシ
ョンに関する賭けから構成される１以上の賭けコンポーネント３２を有するかもしれない
。
【００３４】
　上述したように、区間の賭け３０の各賭けコンポーネント３２は、１以上のレース参加
者、１以上の中間ポイント１０４、並びに当該中間ポイント１０４及び／又はゴールライ
ン１０８におけるレース参加者の１以上の予想されるポジションなどの１以上の各種賭け
パラメータ８４によって規定されるものであってもよい。さらに、区間の賭け３０の各賭
けコンポーネント３２の結果は、区間の賭け３０に対して決定された１以上のレース参加
者が、１以上の中間ポイント１０４に対して決定された１以上の予想されるポジションに
いるか否かに基づき決定されるかもしれない。いくつかの区間の賭け３０に対して、各賭
けコンポーネント３２は複数の中間ポイント１０４の１つの対応し、各賭けコンポーネン
ト３２の結果は、区間の賭け３０に対して決定された１以上のレース参加者が、当該賭け
コンポーネント３２に対応する中間ポイント１０４に対して決定された１以上の予想され
るポジションにいるか否かに基づき決定される。例えば、区間の賭け３０の第１賭けコン
ポーネント３２は、馬＃２、＃７及び＃５の３頭の馬が、競馬レースの第１の中間ポイン
ト１０４ａにおいてポジション＃３、＃８及び＃１（すなわち、３位、８位及び１位）の
３つのランダムに決定された予想されるポジションにその順序にあるか否かに対する賭け
から構成されるかもしれない。同一の区間の賭け３０の第２の賭けコンポーネント３２は
、同じ３頭の馬である馬＃２、＃７及び＃５が、同じ競馬レースの第２の中間ポイント１
０４ｂにおいて他の３つのランダムに決定された予想されるポジションであるポジション
＃４、＃３及び＃７（すなわち、４位、３位及び７位）の順序であるか否かに対する賭け
から構成されるかもしれない。同一の区間の賭け３０のさらなる賭けコンポーネント３２
は、同一又は異なる馬が、同じレースの他の中間ポイント１０４又はゴールライン１０８
における何れか適切な個数及び組み合わせの他のランダムに決定される予想されるポジシ
ョンにいるか否かに基づくものであるかもしれない。
【００３５】
　区間の賭け３０に対して決定されるレース参加者は、何れか適切な方法により決定され
るかもしれない。例えば、レース参加者の１以上が区間の賭け３０を発注した顧客２０に
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よって選択されるかもしれない。他の例として、レース参加者の１以上が、賭けシステム
プラットフォーム１６によってランダムに選択されるかもしれない。他の例として、レー
ス参加者の１以上が、１以上の以前のレースイベントに関するレース結果に基づき、賭け
システムプラットフォーム１６により選択されるかもしれない。例えば、賭けシステムプ
ラットフォーム１６は、（１）以前のあるレースのレース参加者の着順（又はある中間ポ
イントにおけるポジション）及びこのようなレース参加者に付けられた番号、（２）現在
のレースイベントに騎乗しているあるジョッキーに関する１以上の以前のレースからの結
果、又は（３）現在のレースに参加しているレース参加者の１以上の１以上の以前のレー
スの着順（又は中間ポイントにおけるポジション）に基づき、区間の賭け３０に対するレ
ース参加者を選択するようにしてもよい。ある実施例では、賭けシステムプラットフォー
ム１６は、区間の賭け３０に対するレース参加者として、以前のあるレースの１以上の上
位の着順の参加者の番号を付けた参加者を選択するようにしてもよい。
【００３６】
　さらなる他の例として、区間の賭け３０（又は特定の賭けコンポーネント３２）がパリ
ミューチュアルの賭けである実施例では、区間の賭け３０のレース参加者の１以上が、（
ａ）同一のレースイベントに対する他の顧客の区間の賭け３０に対して選択された参加者
、及び／又は（ｂ）このような他の区間の賭け３０の金額に基づき賭けシステムプラット
フォーム１６により選択されるかもしれない。いくつかの実施例では、賭けシステムプラ
ットフォーム１６は、区間の賭け３０（又は区間の賭け３０の賭けコンポーネント３２）
が当選した賭けである場合、区間の賭け３０を発注した顧客２０の潜在的な払戻８０を増
大又は最大化するため（区間の賭け３０について、少なくともレース参加者が選択される
時点において）、このような入力の１つ又は双方に基づき区間の賭け３０のレース参加者
を選択するようにしてもよい。例えば、ある区間の賭け３０があるレースイベントに対し
て生成されるために、賭けシステムプラットフォーム１６は、レースイベントの各レース
参加者に対して、当該レース参加者が選択された他のすべての区間の賭け３０の合計賭け
金を決定するかもしれない。その後、賭けシステムプラットフォーム１６は、区間の賭け
３０のレース参加者として少なくとも係る合計賭け金を有する１以上のレース参加者を選
択するかもしれない。従って、区間の賭け３０の潜在的な払戻は、当該区間の賭け３０を
発注した顧客２０について増大又は最大化されるかもしれない（少なくともレース参加者
が当該区間の賭け３０に対して選択された時点において）。レース参加者がこのように選
択される区間の賭け３０は、そのような賭けが増大された値又は最大値を顧客２０に提供
可能であるため、「値の賭け」と呼ばれるかもしれない。他の実施例では、レースイベン
トに係る各区間の賭け３０に対して、同一のレース参加者が決定される。そのような実施
例では、各中間ポイント１０４及び／又はゴールライン１０８について決定されたレース
参加者の予想されるポジションは、異なる区間の賭け３０に対して異なるものとなるかも
しれない。従って、複数の区間の賭け３０の結果が異なるものとなる（可能性がある）よ
うに、（レースイベントに対する区間の賭け３０を発注した複数の顧客２０は、同一のレ
ース参加者であって、各中間ポイント１０４及び／又はゴールライン１０８の異なる予想
されるポジションに割り当てられる。
【００３７】
　区間の賭け３０について決定されるレース参加者と同様に、レースイベントの各中間ポ
イント１０４及び／又はゴールライン１０８について決定された予想されるポジションが
、何れか適切な方法により決定されるかもしれない。例えば、レース参加者の１以上が、
区間の賭け３０を発注した顧客によって選択されるかもしれない。他の例として、レース
参加者の１以上が、賭けシステムプラットフォーム１６によってランダムに選択されるか
もしれない。他の例として、レース参加者の１以上は、賭けシステムプラットフォーム１
６によって決定されるか、又は、レーストラック、ＯＴＢエンティティ、電光掲示板など
の賭け提供者によって決定されるかもしれない。
【００３８】
　区間の賭け３０は、１以上の単一ポイント賭けコンポーネント３２及び／又は１以上の
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複数ポイント賭けコンポーネント３２を含むかもしれない。単一ポイント賭けコンポーネ
ント３２は、レースイベントにおける単一の中間ポイント１０４に対応する。従って、レ
ースのある中間ポイント１０４に対応する単一ポイント賭けコンポーネント３２は、１以
上のレース参加者が当該中間ポイントに対して決定された１以上の予想されるポジション
にいるか否かに対する賭けから構成されるかもしれない。各単一ポイント賭けコンポーネ
ント３２の各種パラメータは、（ａ）予想されるポジションに実際にいる必要があるレー
ス参加者の参加者数と、（ｂ）そのようなレース参加者がある順序によりそのような予想
されるポジションによりゴールしなければならないか否かなど、当該単一ポイント賭けコ
ンポーネント３２が当選した賭けであるか否か決定する方法を規定するかもしれない。あ
る実施例では、各種区間の賭け３０は、個別の中間ポイント１０４をカバーする単一賭け
コンポーネント３２、各々が特定の中間ポイントをカバーする複数賭けコンポーネント３
２、複数の中間ポイント１０４をカバーする単一賭けコンポーネント３２、各々が複数の
中間ポイント１０４をカバーする複数賭けコンポーネント３２、又は各々が何れかの個数
及び組み合わせの中間ポイント１０４をカバーする何れか他の個数の賭けコンポーネント
３２を含むかもしれない。
【００３９】
　一例として、図２を参照するに、中間ポイント１０４ｃに対応する単一ポイント賭けコ
ンポーネント３２は、３つのレース参加者が中間ポイント１０４ｃについて決定された２
つの予想されるポジションにいるか否かに対する賭けから構成されるかもしれない。一例
となる単一ポイント賭けコンポーネント３２が当選した賭けとなるため、３つのレース参
加者はある順序により３つの予想されるポジションに実際にいる必要がある。１以上のレ
ース参加者と１以上の予想されるポジションは、様々な方法により決定されるかもしれな
い。例えば、以下でより詳細に説明されるように、このようなレース参加者及び予想され
るポジションの１以上が、賭けシステムプラットフォーム１６によってランダムに決定さ
れるか、又は顧客によって選択されるかもしれない。
【００４０】
　他方、複数ポイント賭けコンポーネント３２は、レースイベントの複数の中間ポイント
１０４及び／又はゴールライン１０８に対応する。従って、レースの中間ポイント１０４
のグループ及び／又はゴールライン１０８に対応する複数ポイント賭けコンポーネント３
２は、１以上のレース参加者が中間ポイント１０４及び／又はゴールライン１０８につい
て決定された１以上の予想されるポジションにいるか否かに対する賭けから構成されるか
もしれない。（ａ）各中間ポイント１０４及び／又はゴールライン１０８について決定さ
れた予想されるポジションに実際にいなければならないレース参加者の参加者数、（ｂ）
当該レース参加者がある順序により当該予想されるポジションにおいてゴールしなければ
ならないか否か、及び（ｃ）当該レース参加者が正しい予想されるポジションによりいな
ければならない中間ポイント１０４（及び／又はゴールライン１０８）の番号と身元など
、各複数ポイント賭けコンポーネント３２の各種パラメータが、当該複数ポイント賭けコ
ンポーネント３２が当選した賭けであるか否か決定する方法を規定するかもしれない。
【００４１】
　図２を参照して、例えば、中間ポイント１０４ｂ、１０４ｄ及び１０４ｆ並びにゴール
ライン１０８に対応する複数ポイント賭けコンポーネント３２は、当該３つのレース参加
者が中間ポイント１０４ｂ、１０４ｄ及び１０４並びにゴールライン１０８について決定
された３つの予想されるポジションにいるか否かに対する賭けから構成されるかもしれな
い。この例では、複数ポイント賭けコンポーネント３２が中間ポイント１０４ｂ、１０４
ｄ及び１０４ｆ並びにゴールライン１０８のそれぞれにおいて当選した賭けとなるために
は、これら３つのレース参加者の少なくとも１つが、当該中間ポイント１０４又はゴール
ライン１０８について決定された３つの予想されるポジションの１つにいる必要がある。
上述したように、これら１以上のレース参加者及び１以上の予想されるポジションは、顧
客によって選択されるように、又は賭けシステムプラットフォーム１６によりランダムに
決定されるように、各種方法により決定されるかもしれない。
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【００４２】
　２次元賭けマトリックス１５０
　いくつかの実施例では、賭けシステムプラットフォーム１６は、区間の賭け３０の１以
上の賭けコンポーネント３２を少なくとも部分的に規定する賭けマトリックス１５０を生
成する。図３は、第１方法１５６に延びる複数の列１５４と第２方向１６０に延びる複数
の行１５８により構成されるいくつかのエントリ１５２を有する一例となる２次元賭けマ
トリックス１５０を示す。
【００４３】
　賭けマトリックス１５０は、あるレースイベントの各中間ポイント１０４に対応する１
つの列１５４と、ゴールライン１０８に対応する１つの列１５４とを有する。図３に示さ
れる一例となる賭けマトリックス１５０では、各列＃１～＃７はそれぞれレースイベント
の７つの中間ポイント１０４ａ～１０４ｇの１つに対応し、列＃８はレースイベントのゴ
ールライン１０８に対応する。各列１５４に対して、当該列１５４のエントリは、当該列
１５４に対応する中間ポイント１０４（又はゴールライン１０８）におけるレース参加者
の予想されるポジションを表す数である。いくつかの実施例では、各列１５４の（予想さ
れるポジションを表す）数の一部又はすべてが、賭けシステムプラットフォーム１６によ
りランダムに決定される。各列５４の残りの数は（存在する場合には）、顧客２０により
決定されるかもしれない。
【００４４】
　賭けマトリックス１５０は、賭けマトリックス１５０に係る区間の賭け３０のタイプに
応じた任意数の行１５８を有するかもしれない。いくつかの区間の賭け３０については、
賭けマトリックス１５０は、各中間ポイント１０４又はゴールライン１０８における予想
されるポジションの個数に等しい数の行１５８を有し、それは、レースイベントの参加者
数に等しい。例えば、９頭の参加馬数を有する競馬レースに関する区間の賭け３０につい
ては、区間の賭け３０に対する賭けマトリックス１５０は、各列１５４がレースの各馬の
９つの予想されるポジションのそれぞれを表す数を含むように、９つの行１５８を有する
かもしれない。他の区間の賭け３０については、賭けマトリックス１５０は、レースイベ
ントの予想されるポジションのポジション（又はレース参加者）数より少ない行１５８を
含む。例えば、１２頭の参加馬数を有する競馬レースに関する区間の賭け３０については
、各列１５４が当該中間ポイント１０４又はゴールライン１０８における各馬の１２の予
想されるポジションの３つのみを表す３つの数を含むように、区間の賭け３０の賭けマト
リックス１５０は３つの行１５８しか含まないかもしれない。
【００４５】
　図３に示される一例となる賭けマトリックス１５０は、８つの行１５８、すなわち、行
＃１～＃８を含む。各列＃１～＃８のエントリ１５２は、当該列１５４に対応する中間ポ
イント１０４（又はゴールライン１０８）におけるレース参加者の最初の８つの予想され
るポジションを表す数である。本例では、列＃１～＃７のエントリ１５２はランダムに決
定された予想されるポジションであり、列＃８（ゴールライン１０８に対応する）のエン
トリ１５２は１～８までの順序による最初の８つの予想されるポジションである。他の実
施例では、列＃１～＃８の何れかにおけるエントリが決定されてもよい。例えば、賭けメ
トリックス１５０の列１５４のすべてのエントリ１５２（ゴールライン１０８に対応する
列１５４を含む）がランダムに決定されるかもしれない。他の例では、賭けマトリックス
１５０のすべての列１５４のエントリ１５２は、顧客２０により決定されるかもしれない
。さらなる他の実施例では、エントリ１５２の一部はプラットフォーム１６によりランダ
ムに決定され、その他のものは顧客２０により決定される。
【００４６】
　レース参加者１６２として示される区間の賭け３０に対して決定される１以上のレース
参加者の表示が、賭けマトリックス１５０に関連付けされるかもしれない。区間の賭け３
０のレース参加者１６２は、区間の賭け３０を発注した顧客２０により選択され、又は賭
けシステムプラットフォーム１６によりランダムに決定されるなど、何れか適切な方法に
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よりレースイベントのレース参加者のグループから決定されるかもしれない。図３に示さ
れる実施例では、区間の賭け３０について決定されたレース参加者１６２は、ある競馬レ
ースの１０頭の馬（馬＃１～馬＃１０）から選ばれた馬＃１、＃４及び＃６の３頭の馬で
ある。
【００４７】
　上述したように、賭けコンポーネント３２は、１以上のレース参加者が１以上の中間ポ
イント１０４又はゴールライン１０８について決定された１以上の予想されるポジション
にいるか否かに対する賭けから構成されるかもしれない。賭けマトリックス１５０は、賭
けマトリックス１５０の内部の「マッチした」エントリ１７０の出現及び／又は位置に基
づき、区間の賭け３０に対する各種タイプの賭けコンポーネント３２を規定するかもしれ
ない。マッチしたエントリ１７０は、決定された参加者１６２の１つが当該エントリ１５
２により示される予想されるポジションにあるエントリ１５２である。例えば、ある列１
５４のエントリ１５２が「３」の数（３位を示す）を有する場合、エントリ１５２は、参
加者１６２の１つが当該列１５４に対応する中間ポイント１０４（又はゴールライン１０
８）において３位にいる場合、マッチしたエントリ１７０となる。
【００４８】
　いくつかの区間の賭け３０又は賭けコンポーネント３２について、エントリ５１２は、
参加者１６２の何れかが当該エントリ１５２により示される予想されるポジションにいる
場合、マッチしたエントリ１７０となる。例えば、図３に示される例では、列＃１及び行
＃１にあるエントリ１５２（すなわち、数字の「６」）は、馬＃１、＃４及び＃６の何れ
かがレースの最初の中間ポイント１０４ａにおいて６位にいる場合、マッチしたエントリ
１７０となる。他の例として、列＃３及び行＃４にあるエントリ１５２（すなわち、数字
の「５」）は、馬＃１、＃４及び＃６の何れかがレースにおいて３番目の中間ポイント１
０４ｃにおいて５位にいる場合、マッチしたエントリ１７０となる。
【００４９】
　他の区間の賭け３０又は賭けコンポーネント３２について、エントリ１５２は、参加者
１６２の１つが当該エントリ１５２により示される予想されるポジションにいる場合に限
って、マッチしたエントリ１７０となる。例えば、いくつかの区間の賭け３０又は賭けコ
ンポーネント３２に対して、参加者１６２は、１以上のエントリ１５２により示される予
想されるポジションにある順序で配置されていなければならない。例えば、図３に示され
る賭けメトリックス１５０に基づく一例となる賭けコンポーネント３２は、３つの参加者
１６２、すなわち、馬＃１、＃４及び＃６が列１５４の最初の３つのエントリ１５２（す
なわち、行＃１～＃３のエントリ）によって示される３つの予想されるポジションにその
順序により配置されている場合に限って、当選した賭けとなる。従って、賭けマトリック
ス１５０の列＃１に関して、最初の中間ポイント１０４ａにおいて、（ａ）馬＃１は６位
にいなければならず、（ｂ）馬＃４は３位にいなければならず、（ｃ）馬＃６は７位にい
なければならない。
【００５０】
　上述したように、賭けマトリックス１５０は、賭けマトリックス１５０内の「マッチし
た」エントリ１７０の出現及び／又は位置に基づき各種タイプの賭けコンポーネント３２
を規定するかもしれない。例えば、いくつかの賭けコンポーネント３２は、ある個数のマ
ッチしたエントリ１７０がある列１５４内の方向１５６に連続的に並べられる場合、当選
した賭けとなる。他の例として、いくつかの賭けコンポーネント３２は、ある個数のマッ
チしたエントリ１７０がある行１５８内の方向１６０に連続的に並べられる場合、当選し
た賭けとなる。他の例として、いくつかの賭けコンポーネント３２は、ある個数のマッチ
したエントリ１７０が賭けマトリックス１５０内の対角線方向に連続的に並べられる場合
、当選した賭けとなる。さらなる他の例として、いくつかの賭けコンポーネント３２は、
ある個数のマッチしたエントリ１７０が賭けマトリックス１５０内の垂直、水平又は対角
線などの何れかの方向に連続的に並べられる場合、当選した賭けとなる。
【００５１】
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　このような賭けコンポーネント３２について連続的に並べられる必要があるマッチした
エントリ１７０の個数は、予め決定され、ランダムに決定され、顧客２０によって決定さ
れ、又は他の方法により決定される何れか適切な個数であってもよい。いくつかの賭けコ
ンポーネント３２について、連続的に並べられる必要があるマッチしたエントリ１７０の
個数は、決定されたレース参加者１６２の参加者数に等しい。従って、図３に示される例
では、３つのマッチしたエントリ１７０が、いくつかの賭けコンポーネント３２が当選し
た賭けとなるよう連続的に並べられる必要がある。他の例では、連続的に並べられる必要
があるマッチしたエントリ１７０の個数は、区間の賭け３０が発注されると、プラットフ
ォーム１６によりランダムに決定することができる。さらなる他の例では、顧客２０は、
連続的に並べられる必要があるマッチしたエントリ１７０の個数を選択するオプションを
有するかもしれない。ある区間の賭け３０（又は賭けコンポーネント３２）に対する支払
８０は、連続的に並べられる必要があるマッチしたエントリ１７０の個数に基づき増減さ
れてもよい。これに関して、３つの連続的に並べられるマッチしたエントリ１７０を要求
する区間の賭け３０（又は賭けコンポーネント３２）は、２つの連続的に並べられるマッ
チしたエントリ１７０を要求する賭け３０（又は賭けコンポーネント３２）よりは多く、
４つの連続的に並べられるマッチしたエントリ１７０を要求する賭け３０（又は賭けコン
ポーネント３２）より少なく払戻がされるかもしれない。
【００５２】
　さらなる他の例では、いくつかの賭けコンポーネント３２は、ある個数のマッチしたエ
ントリ１７０がある行１５８にあって、連続的に並んでいる必要はない場合、当選した賭
けとなる。同じ行１５８に要求されるマッチしたエントリ１７０の個数は、予め決定され
、ランダムに決定され、顧客２０によって決定され、又は他の方法により決定される何れ
か適切な個数であってもよい。上述した連続的に並んだマッチしたエントリ１７０の個数
に関して、賭けコンポーネント３２に対する払戻８０は、当選するため要求される同一の
行１５８におけるマッチしたエントリ１７０の個数に少なくとも部分的に基づくものであ
ってもよい。例えば、図３に示される例では、賭けコンポーネント３２は、少なくとも５
つのマッチしたエントリ１７０が賭けマトリックス１５０内の同一の行１５８に存在する
場合、当選した賭けとなるかもしれない。さらなる他の例として、いくつかの賭けコンポ
ーネント３２は、ある個数のマッチしたエントリ１７０がある列１５４に存在し、連続的
に並んでいる必要がない場合、当選した賭けとなる。例えば、３つの行１５８しか含まな
い賭けマトリックス１５０では、賭けコンポーネント３２は、少なくとも２つのマッチし
たエントリ１７０が賭けマトリックス１５０内の同一の列１５４に存在する場合、当選し
た賭けとなるかもしれない。同一の行１５８又は列１５４におけるマッチしたエントリ１
７０に基づき当選とすることができる賭けコンポーネント３２に対する払戻８０は、同数
の連続的な並べられたマッチしたエントリ７０を要求する賭けコンポーネント３２に対す
るものより少なくなるかもしれない。
【００５３】
　さらなる他の例として、いくつかの賭けコンポーネント３２は、ある個数のマッチした
エントリ１７０が賭けマトリックス１５０の四隅に存在する場合、当選した賭けとなる。
例えば、賭けコンポーネント３２は、少なくとも３つのマッチしたエントリ１７０が、賭
けマトリックス１５０の四隅に存在する場合、当選した賭けとなるかもしれない。さらな
る他の例として、いくつかの賭けコンポーネント３２は、賭けマトリックス１５０のすべ
てのエントリ１５２がマッチしたエントリ１７０となる場合に限って、当選した賭けとな
る。例えば、１つ、２つ又は３つの行１５８しか含まない賭けマトリックス１５０では、
賭けコンポーネント３２は、このような行１５８のすべてのエントリ１５２がマッチした
エントリ１７０となる場合に限って、当選した賭けとなるかもしれない。
【００５４】
　他のタイプの賭けコンポーネント３２が、賭けマトリックス１５０内の何れかの個数及
び組み合わせのマッチしたエントリ７０の出現及び／又は位置に基づき規定可能であると
いうことが理解されるべきである。区間の賭け３０が、任意数の各種タイプの賭けコンポ
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ーネント３２を含む任意数の賭けコンポーネント３２を含むことが可能であるということ
が理解されるべきである。
【００５５】
　賭けマトリックス１５０を用いた各種タイプの賭けコンポーネント３２の管理
　賭けコンポーネント３２のいくつかの例示的なタイプを示すため、
（ａ）垂直方向、水平方向又は対角線方向の何れかに連続的な順序で並んだ３つのマッチ
したエントリ１７０の３以上のインスタンスが、賭けマトリックス１５０内の存在する場
合に当選した賭けとなる第１の賭けコンポーネント３２ａと、
（ｂ）何れか行１５８が少なくとも６つのマッチしたエントリ１７０を含む場合に当選し
た賭けとなる第２の賭けコンポーネント３２ｂと、
（ｃ）賭けマトリックス１５０の行＃１のエントリ１５２の８つすべてがマッチしたエン
トリ１７０となる場合に当選した賭けとなる第３の賭けコンポーネント３２ｃと、
（ｄ）賭けマトリックス１５０の列＃８の最初の３つのエントリ１５２（すなわち、「ウ
ィン」、「プレイス」及び「ショー」のポジション）がマッチしたエントリ１７０となる
場合に当選した賭けとなる第４の賭けコンポーネント３２ｄと、
を含む４つの賭けコンポーネント３２を含む区間の賭け３０を仮定する。
【００５６】
　図４は、レースの各中間ポイント１０４ａ～１０４ｇ及びゴールライン１０８における
レース参加者１６２となる馬＃１、＃４及び＃６のそれぞれの実際のポジション２０２を
示すテーブル２００を示す。さらに、図４のテーブル２００において、各中間ポイント１
０４ａ～１０４ｇ及びゴールライン１０８に対応する賭けマトリックス１５０の列１５４
が示される。
【００５７】
　このような実際のポジション２０２は、賭けシステムプラットフォーム１６により記録
装置１０２及び１０６（上述した）からレース結果８６として受け付けされるかもしれな
い。テーブル２００の実際のポジション２０２は、賭けマトリックス１５０のマッチした
エントリ１７０を特定するのに利用可能である。例えば、テーブル２００に示されるよう
に、馬＃１は中間ポイント１０４ａの２位に位置する。従って、賭けマトリックス１５０
（図３を参照）の列＃１及び行＃５のエントリ１５２は、当該エントリ１５２が２位を示
す「２」となっているため、マッチしたエントリ１７０となる。さらに、馬＃４は、中間
ポイント１０４ａにおいて７位に位置している。従って、賭けマトリックス１５０の列＃
１及び行＃３におけるエントリ１５２は、当該エントリ１５２が７位を示す「７」となっ
ているため、マッチしたエントリ１７０となる。さらに、馬＃６は、中間ポイント１０４
ａにおいて１２位に位置している。賭けマトリックス１５０のエントリ１５２は「１」～
「８」の数しか含まないため、馬＃６の１２位のポジションに対応する列＃１にマッチし
たエントリは存在しない。このプロセスは、賭けマトリックス１５０の行＃２～＃８のマ
ッチしたエントリ１７０（存在する場合）を決定するのに同様に利用可能である。賭けマ
トリックス１５０のマッチした各エントリ１７０は、説明のために当該エントリ１５２を
囲む丸印により示される。
【００５８】
　賭けマトリックス１５０においてマッチしたエントリ１７０が特定されると、一例とな
る区間の賭け３０の４つの賭けコンポーネント３２ａ～３２ｄのそれぞれに対する結果は
、以下のように決定されるかもしれない。
【００５９】
　第１の賭けコンポーネント３２ａについて、破線２１０により示されるように、列＃６
に垂直方向に並んだ３つのマッチしたエントリの第１のインスタンスと、破線２１２によ
り示されるように、対角線方向に並び、列＃２及び行＃７から列＃４及び行＃５までの３
つのマッチしたエントリ１７０の第２のインスタンスとを含む連続した順序に並んだ３つ
のマッチしたエントリ１７０の２つのインスタンスが特定される。第１の賭けコンポーネ
ント３２ａはこのようなインスタンスの３以上を要求しているため、第１の賭けコンポー



(19) JP 5745737 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

ネント３２ａは外れた賭けとみなされるかもしれない。
【００６０】
　第２の賭けコンポーネント３２ｂについて、破線２１４により示されるように、６つの
マッチしたエントリ１７０が行＃５に特定される。第２の賭けコンポーネント３２ｂは１
つの行１５８に６以上のマッチしたエントリ１７０を要求しているため、第２の賭けコン
ポーネント３２ｂは、当選した賭けとみなされるかもしれない。
【００６１】
　第３の賭けコンポーネント３２ｃについて、行＃１の８つのエントリ１５２のうち３つ
しかマッチしたエントリ１７０となっていない。第３の賭けコンポーネント３２ｃは行＃
１の８つすべてのエントリ１５２がマッチしたエントリ１７０となっていることを要求し
ているため、第３の賭けコンポーネント３２ｃは外れた賭けとみなされるかもしれない。
【００６２】
　第４の賭けコンポーネント３２ｄについて、列＃８の最初の３つのエントリ１５２（す
なわち、「ウィン」、「プレイス」及び「ショー」のポジション）の１つのみがマッチし
たエントリ１７０となっている。第４の賭けコンポーネント３２ｄは、列＃８の最初の３
つのエントリ１５２のすべてがマッチしたエントリ１７０となることを要求しているため
、第４の賭けコンポーネント３２ｄは、外れた賭けとみなされるかもしれない。
【００６３】
　従って、第２の賭けコンポーネント３２ｂは当選した賭けとみなされるが、第１、第３
及び第４の賭けコンポーネント３２ａ、３２ｃ及び３２ｄは外れた賭けとみなされるかも
しれない。第２の賭けコンポーネント３２ｂに対する払戻８０は、実施例に応じてパリミ
ューチュアルルールに基づき、又は所定のオッズに基づき決定されるかもしれない。
【００６４】
　３次元賭けマトリックス
　上述したように、賭けマトリックス１５０は、区間の賭け３０の各種賭けコンポーネン
ト３２を規定するのに利用されるエントリ１５２の２次元賭けマトリックスである。しか
しながら、いくつかの区間の賭け３０については、区間の賭け３０の各種賭けコンポーネ
ント３２を規定するのに３次元賭けマトリックスが利用可能である。図５は、いくつかの
２次元賭けマトリックス４０２を構成する一例となる３次元賭けマトリックス４００を示
す。各２次元賭けマトリックス４０２は、図３を参照して上述される２次元賭けマトリッ
クス１５０と同様のものであってもよい。３次元賭けマトリックス４００内の各２次元賭
けマトリックス４０２は、１日又は１晩などのあるトラックのレース群など、レースイベ
ント群の１つに対応するかもしれない。従って、図５に示される実施例では、３次元賭け
マトリックス４００は、各々がある晩のあるトラックにおいて実行されるようスケジュー
ルされた３つのレースの１つに対応する３つの２次元賭けマトリックス４０２ａ、４０２
ｂ及び４０２ｃを含む。
【００６５】
　各２次元賭けマトリックス４０２ａ、４０２ｂ及び４０２ｃは、当該２次元賭けマトリ
ックス４０２ａ、４０２ｂ又は４０２ｃに対応するレースの中間ポイント１０４及び／又
はゴールライン１０８におけるレース参加者の予想されるポジションを表すいくつかのエ
ントリ４０４を含む。賭けマトリックス１５０に関して上述されたように、各賭けマトリ
ックス４０２の各列１５４は、当該賭けマトリックス４０２に対応するレースの中間ポイ
ント１０４又はゴールライン１０８に対応するかもしれない。図５に示された実施例では
、各賭けマトリックス４０２に対して、列＃１～＃３は当該賭けマトリックス４０２に対
応するレースの中間ポイント１０４に対応し、列＃４は当該レースのゴールライン１０８
に対応する。
【００６６】
　「マッチした」エントリ４０４は、図５において丸印のエントリ４０４として示され、
マッチしたエントリ４１０と記される。賭けマトリックス１５０に関して上述されたよう
に、各マッチしたエントリ４１０は、レース参加者（図５に示される３つの選択された馬
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１６２など）の１つが当該エントリ４０４が存在する列１５４に対応する中間ポイント１
０４又はゴールライン１０８における当該エントリ４０４により示される予想されるポジ
ションに位置するエントリ４０４である。
【００６７】
　２次元賭けマトリックス１５０と同様に、３次元賭けマトリックス４００は、区間の賭
け３０について１以上の各種タイプの賭けコンポーネント３２を少なくとも部分的に規定
するようにしてもよい。例えば、賭けマトリックス１５０に関して上述されたように、あ
る賭けコンポーネント３２は、ある個数のマッチしたエントリ４０４が、１つの列１５４
内において垂直方向に、１つの行１５８内において水平方向に、又は複数の列１５４及び
行１５８において対角線方向になど、ある方向に連続的に並んでいるか否かに関するもの
であってもよい。一例となる賭けコンポーネント３２が垂直方向、水平方向又は対角線方
向の何れかに連続的に並んだ３以上のマッチしたエントリ４０４を要求すると仮定すると
、一例となる当選した賭けは、図５において破線４１２（垂直方向）、４１４（水平方向
）及び４１６（対角線方向）により示されるマッチしたエントリのグループによって示さ
れる。
【００６８】
　さらに、ある賭けコンポーネント３２は、ある個数のマッチしたエントリ４０４が２次
元マトリックス４０２と垂直方向に連続的に並んでいるか否かに関するかもしれない。す
なわち、ある賭けコンポーネント３２は、複数の２次元マトリックス４０２において同一
の列１５４及び行１５８にある個数のマッチしたエントリ４０４を要求するかもしれない
。例えば、図５に示される実施例では、ある賭けコンポーネント３２は、３つの２次元マ
トリックス４０２ａ、４０２ｂ及び４０２ｃのそれぞれの同一の列１５４及び行１５８に
おいてマッチしたエントリ４０４を要求するかもしれない。図５において、このタイプの
賭けコンポーネント３２の一例となる当選した賭けが、３つのマッチしたエントリ４１０
ａ、４１０ｂ及び４１０ｃのグループによって示されるように、各マトリックス４０２ａ
、４０２ｂ及び４０２ｃの列＃３及び行＃２において示される。
【００６９】
　他のタイプの賭けコンポーネント３２が、１つの２次元マトリックス４０２の内部にお
ける又は複数の２次元マトリックス４０２における任意の方向（水平方向、垂直方向、対
角線方向など）のマッチしたエントリ群を含む賭けマトリックス４００の内部の何れかの
個数及び組み合わせのマッチしたエントリ４０４の出現及び／又は位置に基づき規定され
るかもしれないということが理解されるべきである。
【００７０】
　ジャックポット賭け（ｊａｃｋｐｏｔ　ｂｅｔ）
　いくつかの実施例では、賭けシステムプラットフォーム１６により提供されるいくつか
又はすべての区間の賭け３０及び／又は賭けコンポーネント３２は、様々な方法により実
現可能なジャックポット賭けコンポーネント９４を有するかもしれない。一般に、ジャッ
クポット賭けコンポーネント９４は、相対的に（又は極めて）高い払戻を有する相対的に
（又は極めて）低いオッズの賭けである。例えば、２次元賭けマトリックス１５０につい
て、一例となるジャックポット賭けコンポーネント９４は、（１）賭けマトリックス１５
０の（ａ）１以上の行１５８、（ｂ）ある最小数の行１５８、又は（ｃ）すべての行１５
８、におけるエントリ１５２のすべて（又はある最小数）がマッチしたエントリ１７０と
なる賭け、（２）賭けマトリックス１５０の（ａ）１以上の列１５４、（ｂ）ある最小数
の列１５４、又は（ｃ）すべての列１５４、におけるエントリ１５２のすべて（又はある
最小数）がマッチしたエントリ１７０となる賭け（当該賭けは、レース参加者がこのよう
な列１５４のそれぞれのエントリ１５２により示される予想されるポジションに特定の順
序で存在することを要求してもよいし、又はしなくてもよい）、及び（３）賭けマトリッ
クス１５０のある最小数のエントリ１５２がマッチしたエントリ１７０となる賭けなどの
賭けから構成されてもよい。ジャックポット賭けコンポーネント９４は、区間の賭け３０
の賭けコンポーネント３２であってもよく、又は区間の賭け３０の一部又は１以上の賭け
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コンポーネント３２から構成されてもよい。
【００７１】
　いくつかの実施例では、顧客２０により発注された区間の賭け３０の賭け金の一部は、
自動的に又は顧客２０による選択によって、１以上のジャックポット賭けコンポーネント
９４に割り当てられてもよい。例えば、顧客２０は、１以上のジャックポット賭けコンポ
ーネント９４に割り当てられた自らの区間の賭け３０の金額のあるパーセンテージを有す
るオプションを有するかもしれない。他の例として、顧客２０から受け付けた区間の賭け
３０の賭け金のあるパーセンテージが、１以上のジャックポット賭けコンポーネント９４
に自動的に割り当てられるかもしれない。例えば、７つの中間ポイント１０４を有する１
マイルレースイベントについて、賭けシステムプラットフォーム１６は、顧客２０により
発注された区間の賭け３０の賭け金を、７つの中間ポイント１０４のそれぞれに１つと、
ゴールライン１０８について１つと、１つのジャックポット賭けコンポーネント９４の９
つの賭けコンポーネントに対する９つの均等な部分に自動的に割り当てるようにしてもよ
い。
【００７２】
　いくつかの実施例では、ジャックポット賭けコンポーネント９４は、顧客２０が当選し
たジャックポット賭けコンポーネント９４を有し、ジャックポットプールを獲得するまで
、経時的（いくつかのレースイベント、数日、数週間又は数年にわたってなど）に増大す
るローリングポット（ｒｏｌｌｉｎｇ　ｐｏｔ）（又はジャックポットプール）に関連付
けされてもよい。従って、あるレースのジャックポット賭けコンポーネント９４に対する
当選した賭けがない場合、このようなジャックポット賭けコンポーネント９４に割り当て
られた賭け金は、ジャックポットプールに維持され、１以上の以降のレースにキャリーオ
ーバーされるかもしれない。複数のジャックポットプールが同時に維持可能となるように
、各タイプのジャックポット賭けコンポーネント９４に対して、独立したジャックポット
プールが維持されるかもしれない。あるいは、１つのジャックポットプールが、賭けシス
テムプラットフォーム１６によって又はあるトラックにおいて提供される複数（又はすべ
ての）タイプのジャックポット賭け９４に対して利用可能である。
【００７３】
　他の実施例では、ローリングジャックポットプールを有するのでなく、ジャックポット
賭けコンポーネント９４が１つのレースイベントに関連付けされるかもしれない。例えば
、ジャックポット賭けコンポーネント９４は、（１）ある個数のマッチしたエントリ１７
０を有する賭けマトリックス１５０の行１５８の行数、（２）ある個数のマッチしたエン
トリ１７０を有する賭けマトリックス１５０の列１５４の列数、又は（３）賭けマトリッ
クス１５０のマッチしたエントリ１７０の合計数、に関する賭けから構成されるかもしれ
ない。このような行１５８の最大数、列１５４の最大数又は合計のマッチしたエントリ１
７０の最大数による賭けマトリックスを有する区間の賭け３０は、当選したジャックポッ
ト賭けコンポーネント９４を有するものとしてみなされ、このような区間の賭け３０を発
注した顧客２０に払戻８０が与えられるかもしれない。
【００７４】
　システム１０の一例となる動作
　図６は、本発明の実施例による区間の賭け３０を受付及び管理する一例となる方法を示
すフローチャートである。ステップ３００において、あるレースイベントに関する区間の
賭け３０及び／又は従来の賭け３４を含む賭け１２が、図１を参照して上述されたような
１以上の賭けシステムインタフェース１４を介し顧客２０から受付される。
【００７５】
　ステップ３０２～３０８において、顧客２０ａは、以下のようにある競馬レースに関す
る区間の賭け３０ａを発注する。ステップ３０２において、顧客２０ａは、例えば、区間
の賭け３０ａのタイプ、区間の賭け３０ａの１以上の賭けコンポーネント３２Ａ、競馬レ
ースにおいてレースするよう予定されている馬のグループからの１以上の馬、及び／又は
区間の賭け３０Ａの各賭けコンポーネント３２Ａ又は区間の賭け３０ａに対する金額など
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を含む区間の賭け３０ａに対する１以上の賭けパラメータ８４ａを選択する。他の実施例
では、区間の賭け３０ａに対する１以上の馬は、例えば、賭けシステムプラットフォーム
１６によりランダムに決定されるなど、他の方法により決定されてもよい。本例では、顧
客２０ａは馬＃３と＃７などの２頭の馬を選択すると仮定する。ステップ３０４において
、顧客２０ａは、賭けパラメータ８４ａと共に賭け金を、賭けパラメータ８４を賭けシス
テムプラットフォーム１６に通信する賭けシステムインタフェース１６に通信する。ステ
ップ３０６において、賭けシステムプラットフォーム１６は、レースの長さやレースで競
争することが予定されている馬の頭数などの競馬レースに関する各種イベントパラメータ
８２及び受け付けた賭けパラメータ８４ａに基づき、顧客２０ａの区間の賭け３０に対す
る賭けマトリックス１５０ａを生成する。他の実施例では、賭けマトリックス１５０ａの
すべて又は一部が顧客２０ａにより生成されるかもしれない。例えば、顧客２０ａは、賭
けマトリックス１５０ａの一部又はすべてのエントリ１５２を選択するかもしれない。何
れのイベントでも、賭けシステムプラットフォーム１６は、生成された賭けマトリックス
１５０ａをメモリ７２に格納するようにしてもよい。ステップ３０８の後、賭けシステム
プラットフォーム１６は、賭けシステムインタフェース１４が、（ａ）賭けマトリックス
１５０ａの印刷されたもの、（ｂ）賭け金、（ｃ）トラック及びレースイベントの表示、
（ｄ）レースイベントの予定されている時間、及び（ｅ）顧客２０ａにより選択された２
頭の馬（馬＃３及び＃７）の表示の一部又はすべてを含む顧客２０ａに対する賭けチケッ
ト９２を印刷可能となるように、テラー４４やセルフサービスマシーン４８などの適切な
賭けシステムインタフェース１４に賭けマトリックス１５０ａを通信する。顧客２０ａは
、賭けチケット９２を用いて自分の区間の賭け３０ａの進捗を追跡し、ステップ３１４に
おいて後述されるように、区間の賭け３０ａの各賭けコンポーネント３２ａの結果を決定
するようにしてもよい。
【００７６】
　ステップ３１０において、賭けシステムプラットフォーム１６は、区間の賭け３０ａの
各種賭けコンポーネント３２に区間の賭け３０ａの賭け金を割り当てるようにしてもよい
。このような割当ては、（ａ）区間の賭け３０ａの発注時に顧客２０ａによりなされた選
択に従って、（ｂ）賭けシステムプラットフォーム１６により維持される所定の賭け割当
てルールに基づき、又は（ｃ）他の基準に従って、実行することができる。いくつかの実
施例では、賭けシステムプラットフォーム１６は、区間の賭け３０ａの賭け金の均等な部
分を区間の賭け３０ａの各賭けコンポーネント３２ａに割り当てる。例えば、３つの賭け
コンポーネント３２ａを有する区間の賭け３０ａに対して、賭けシステムプラットフォー
ム１６は、賭け金の１／３を３つの賭けコンポーネント３２ａのそれぞれに割り当てる。
他の例として、８つの賭けコンポーネントを有するレースイベントについて（例えば、レ
ースの各１／８マイルに対応する賭けコンポーネント３２を有する１マイルレースなど）
、区間の賭け３０に対して賭けられた各１ドルのうちの１２．５セントが、８つの賭けコ
ンポーネント３２のそれぞれに割り当てられてもよい。いくつかの実施例では、賭けシス
テムプラットフォーム１６は、レースイベントにおける中間ポイント１０４の個数又はレ
ースイベントの長さに基づき、区間の賭け３０ａの賭け金を自動的に割り当てるようにし
てもよい。例えば、各ハロン（ｆｕｒｌｏｎｇ）（すなわち、各１／８マイル）における
中間ポイント１０４を有する７ハロン（７／８マイル）レースイベントでは、賭けシステ
ムプラットフォーム１６は、レースイベントに対する区間の賭け３０ａの賭け金を各１／
７に自動的に割り当てるかもしれない。ここで、各１／７は７つの賭けコンポーネント３
２のそれぞれ（６つの中間ポイント１０４のそれぞれに対応するものと、ゴールライン１
０８に対応するもの）に割り当てられる。他の実施例では、賭けシステムプラットフォー
ム１６及び／又は賭けシステムインタフェース１４は、顧客２０ａが区間の賭け３０ａの
各種賭けコンポーネント３２ａに対する区間の賭け３０ａの賭け金の割当てに関する入力
を提供することを可能にするかもしれない。例えば、区間の賭け３０ａが３つの賭けコン
ポーネント３２ａを有すると仮定すると、顧客２０ａは、賭け金の５０％を賭けコンポー
ネント３２ａの１つに、２５％をその他２つの賭けコンポーネント３２ａのそれぞれに割



(23) JP 5745737 B2 2015.7.8

10

20

30

40

50

り当てるよう要求するかもしれない。区間の賭け３０がパリミューチュアルな賭けである
実施例では、賭け金を区間の賭け３０ａの各賭けコンポーネント３２ａに割り当てること
は、賭け金を１以上のパリミューチュアルプールに割り当てることを含むかもしれない。
例えば、個別のパリミューチュアルプールが各タイプの賭けコンポーネント３２ａに提供
される実施例では、賭けシステムプラットフォーム１６は、当該賭け金を上述した基準の
何れかに従って様々なパリミューチュアルプールに割り当てるかもしれない。
【００７７】
　ステップ３１２において、レースイベントが開始される。ステップ３１４において、レ
ース結果８６が、トラック、ＯＴＢエンティティ又は他のエンティティから賭けシステム
プラットフォーム１６に通信される。レース結果８６は、レースの各中間ポイント１０４
及びゴールライン１０８におけるレースの各馬の実際のポジション２０２を少なくとも示
すかもしれない。例えば、レース結果８６は、図４に示されるテーブル２００にデータの
タイプを含めるかもしれない。いくつかの実施例では、このようなレース結果８６はまた
、顧客２０がレースの進捗及び／又はレースに対する自分の賭け１２を追跡することがで
きるように、１以上の賭けシステムインタフェース１４に通信される。いくつかの実施例
では、レース結果８６は、リアルタイムに又は実質的にリアルタイムに賭けシステムプラ
ットフォーム１６及び／又は賭けシステムインタフェース１４に通信される。
【００７８】
　ステップ３１６において、賭けシステムプラットフォーム１６は、ステップ３０６にお
いて生成された賭けマトリックス１５０ａ、各賭けコンポーネント３２ａに関する賭けパ
ラメータ８４及びレースに関する受け付けたレース結果８６に基づき、区間の賭け３０ａ
の各賭けコンポーネントに対する賭け結果７８を決定するようにしてもよい。例えば、賭
けシステムプラットフォーム１６は、各賭けコンポーネント３２ａが、図３～４を参照し
て上述された１以上の技術を利用して、「ウィン」、「ロス」、「プッシュ」又は「ノー
アクション」であるか否か判断するようにしてもよい。
【００７９】
　ステップ３１８において、賭けシステムプラットフォーム１６は、ステップ３１６にお
いて当選した賭けであると判断された各賭けコンポーネントに対する払戻８０を決定する
ようにしてもよい。パリミューチュアルシステムでは、賭けシステムプラットフォーム１
６は、パリミューチュアルな払戻を決定するための既知の方法に従って、各賭けコンポー
ネント３２ａに対する払戻８０を決定するようにしてもよい。賭けシステムプラットフォ
ーム１６は、区間の賭け３０ａの賭け金から、又は各賭けコンポーネント３２ａに割り当
てられた賭け金の一部から、手数料、すなわち、「テークアウト」を控除してもよい。例
えば、いくつかの実施例では、このような手数料又は「テークアウト」は、賭け金の所定
のパーセンテージ（１０％など）であるかもしれない。いくつかの例では、顧客２０ａに
対して決定された払戻８０は、１以上の賭けシステムインタフェース１４を介し顧客２０
ａに支払われるかもしれない。あるいは、賭けシステムプラットフォーム１６は、このよ
うな払戻８０の金額に基づき、顧客２０ａの賭け口座を更新してもよい。
【００８０】
　パリミューチュアルプールに対して、当該プールに割り当てられた賭けコンポーネント
３２ａの何れも当選した賭けでないと判断されると、このような賭けコンポーネント３２
ａの賭け金は、当該賭けを発注した顧客２０に返され、以降のレースに係る新たなパリミ
ューチュアルプールにキャリーオーバーされ、若しくはその他の方法により処理されるか
もしれない。
【００８１】
　上述した一例となる方法はまた、本発明の範囲内の３次元賭けマトリックス４００など
の他のタイプの賭けマトリックスを利用して区間の賭け３０に適用可能であるということ
が理解されるべきである。また、各種実施例では、図６に示される方法の各ステップは、
本発明の範囲から逸脱することなく何れか適切な順序により実行され、部分的又は全体的
に重複するかもしれないということが理解されるべきである。さらに、図６に示される各
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ラレルに実行可能である。
【００８２】
　本発明の実施例及びそれらの効果が詳細に説明されたが、当業者は、添付した請求項に
よって規定されるような本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく、様々な変更、追加
及び省略をすることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】図１は、本発明の実施例によるレースイベントにおける中間ポイントに関する区
間の賭けを提供及び管理する一例となるシステムを示す。
【図２】図２は、図１のシステムにおいて利用される一例となるレーストラックの概観を
示す。
【図３】図３は、本発明の実施例による区間の賭けの１以上の賭けコンポーネントを少な
くとも部分的に規定する一例となる２次元賭けマトリックスを示す。
【図４】図４は、本発明の実施例による区間の賭けの１以上の賭けコンポーネントを少な
くとも部分的に規定する一例となる３次元賭けマトリックスを示す。
【図５】図５は、レースイベントの各中間ポイントとゴールラインにおける参加者の実際
のポジションを示す一例となるテーブルを示す。
【図６】図６は、本発明の実施例による区間の賭けを受付及び管理する一例となる方法を
示すフローチャートである。

【図１】 【図２】
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